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Ａ－１ タイトル

松本市立丸ノ内中学校改築事業 基本設計 PAGE

１ 本書の位置づけ

本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）を選定するために交付する…。

２ 設備計画

⑴ 全体一般事項

あああああああああああああああああああああああああああああああ。ああああああああああああ

あああああああああああああああああああああああああああああああ。

ア 省資源化、省エネルギー化・低炭素化を図り、地球環境の保護に配慮する。あああああああああ

あああああああああああああああああああ。

イ 更新性、メンテンス性を考慮し、容易に保守点検、改修工事が行える計画とする。ああああああ

ああああああああああああああああああああああ。

⑵ 電気設備

ア ○○設備

場内から排出する排水において、関連法令に基づき、定められた一定以上の水量・水質の汚水を

公共下水道に排除する場合は、汚染物質を排除基準値以下とする排水施設等を設けること。

⑶ 機械設備

ア 事務室に集中管理パネル（電灯・空調の監視及び入切が可能なもの）、給食センターの電力監視

装置、各種機器の制御装置等を設置し一括管理を行う。

(ｱ) あああ

ああああああああああああああああああああああ。あああああああああああああああああああ

あああ。あああああああああああああああ。

(ｲ) 給食センター施設内の臭気が周辺地域に影響しないよう防臭対策を講じる。ああああああああ

ああああああああああああああ。

３ 計画策定全体

本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）

表３－⑵－１ 施設一覧

1 開智小学校 開智２－４－５１ Ｈ８ ５，８
６１

１，０
５０

－ ５９８ １９ ３

2 源池小学校 県３－５－１ Ｓ６
２

４，３
５５

１，０
１０

－ ２７２ １２ ４

S- 01

Ｓ－１ 構造計画の基本方針 
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１ 構造体の基本方針 

⑴ 安全性能（災害からの安全性の向上） 

ア 本建物は、生徒が学習・生活等の場として 1 日の大半を過ごすだけでなく、学校開放時や緊急の

災害時に地域住民等が利用することも考慮し、十分な安全性を確保するように計画します。 

イ 大地震動後、構造体等の大きな補修をすることなく建築物を使用できることを目標とし、人命の

安全確保に加えて機能確保が図られるよう、設計地震力を割増して設計する等、外力に対し耐力計

算に適切な余力を確保しつつ、過剰な設計とならないよう合理的に検討したうえで、構造上十分安

全な計画とします。 

ウ 多様な学習内容・学習形態に対応する上で必要とされる学校固有の空間の構築に対し、十分安全

な構造を計画します。 

 

⑵ 耐久性能（地球環境に配慮した長寿命建築） 

ア コンクリートのかぶり厚や水セメント比、鉄骨の防錆処理など、使用材料や環境条件に応じて適

切な耐久性対策をおこない、経年に対して十分な耐用性を確保することができるように計画しま

す。 

イ 凍結融解やその他建設地の環境条件を踏まえ、材料選定やかぶり厚等において適切な耐久性対策

をおこない、環境条件による影響に対して十分な耐久性を確保することができるように計画しま

す。 

ウ 将来の施設機能の変化に対応するため、構造体の耐久性を高め、内部区画・仕上げ等の部分につ

いては、将来の改修・変更を許容し得るよう構造体と分離し、適切な耐久性を持つ建物として計画

します。 

 

⑶ 上部構造の設計方針 

ア 建物形状は、変形・ねじれ・力の集中等を極力生じさせないよう、プラン上可能な範囲で左右均

等になるような柱・壁配置とし、構造的に均衡のとれた形状を目指します。 

イ 構造的な均衡、将来の室機能及び設備の変動等に留意し、構造上の安全性・合理性を損なわない

よう階高及びスパン割を適切に設定します。たわみや振動などを生ずることがないよう、梁の配置

及び床版の面積について構造上の安全性・合理性に配慮して設定し、必要な部材断面を確保しま

す。 

 

⑷ 基礎構造の設計方針 

基礎は、敷地の地盤構造を十分に理解し、上部構造を支持する十分な耐力があるように計画しま

す。 

 

 

 

 

２ 耐震安全性の確保 

表１－２－１ 大地震動に対する構造体と非構造部材の耐震安全性目標 

構

造

体 

Ⅱ類 

 

重要度係数 I=1.25 

耐震性能の目標 保有すべき性能 

大地震動後、構造体の大きな補修をす

ることなく建築物を使用できること

を目標とし、人命の安全確保に加えて

機能確保が図られる計画とする。 

大地震動に対して部分的な損傷に留まり、

直ちに大きな補修を必要とするような耐

力低下を招くことがない。 

非

構

造

部

材 

Ａ類 

この建物の外部及び活動拠点室、活動支援室、活動通路、活動上重要な設備室、

危険物を貯蔵又は使用する室等における建築非構造部材については、大地震後、

災害応急対策活動を円滑に行う、又は危険物の管理のうえで支障となる建築非構

造部材の損傷、移動等が発生しないことを目標とし、人命の安全確保に加えて十

分な機能確保が図られるものとする。また、機能の停止が許されない室において

は、要求される機能に応じた検討を行う。 

（中地震においては、無被害とする。） 

「官庁施設の基本的性能に関する技術基準及び同解説」 

 
３ その他安全性の確保 

表１－３－１ 耐風安全性・耐火性・耐雪性・耐久性目標 

耐風安全性 

構造体 

稀に発生する暴風に対して、人命の安全に加えて機能の確保を図る水準を確保す

るため、風圧力に対する安全性の確保は建築基準法施行令第８７条に規定される

風圧力（Vo＝30m/s：松本市）に対して、構造耐力上安全であることとする。 

非構造部材 

稀に発生する暴風に対して、人命の安全に加えて機能の確保を図る水準を確保す

るため、風圧力に対する安全性の確保は建築基準法施行令第８２条の４に規定さ

れる風圧力（Vo=30m/s：松本市）に対して、構造耐力上安全であることとする。 

耐火性 構造体 

発生した火災による財産・情報の損失又は滅失の防止を図る水準を確保するた

め、主要構造部の耐火性は建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）の関連規定

を満たすこととする。 

耐雪性 積雪荷重 
建築基準法施行令第 86 条に規定される積雪荷重（垂直積雪量 78cm：松本市）

に対して、構造耐力上安全であることとする。 

耐久性 構造体 

65 年間構造体に対する大規模な修繕（中性化対策など）を行わずに、長期的に構

造耐力上必要な性能を確保できるものとする。 

コンクリートの中性化に対して耐久年数を確保するため、仕上材の仕様を踏まえ

たかぶり厚を確保する。 

「官庁施設の基本的性能基準」 

 



Ａ－１ タイトル

松本市立丸ノ内中学校改築事業 基本設計 PAGE

１ 本書の位置づけ

本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）を選定するために交付する…。

２ 設備計画

⑴ 全体一般事項

あああああああああああああああああああああああああああああああ。ああああああああああああ

あああああああああああああああああああああああああああああああ。

ア 省資源化、省エネルギー化・低炭素化を図り、地球環境の保護に配慮する。あああああああああ

あああああああああああああああああああ。

イ 更新性、メンテンス性を考慮し、容易に保守点検、改修工事が行える計画とする。ああああああ

ああああああああああああああああああああああ。

⑵ 電気設備

ア ○○設備

場内から排出する排水において、関連法令に基づき、定められた一定以上の水量・水質の汚水を

公共下水道に排除する場合は、汚染物質を排除基準値以下とする排水施設等を設けること。

⑶ 機械設備

ア 事務室に集中管理パネル（電灯・空調の監視及び入切が可能なもの）、給食センターの電力監視

装置、各種機器の制御装置等を設置し一括管理を行う。

(ｱ) あああ

ああああああああああああああああああああああ。あああああああああああああああああああ

あああ。あああああああああああああああ。

(ｲ) 給食センター施設内の臭気が周辺地域に影響しないよう防臭対策を講じる。ああああああああ

ああああああああああああああ。

３ 計画策定全体

本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）

表３－⑵－１ 施設一覧

1 開智小学校 開智２－４－５１ Ｈ８ ５，８
６１

１，０
５０

－ ５９８ １９ ３

2 源池小学校 県３－５－１ Ｓ６
２

４，３
５５

１，０
１０

－ ２７２ １２ ４

S- 02

Ｓ－２ 構造種別・構造形式の検討 

 松本市立丸ノ内中学校改築事業 基本設計 
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１ 構造形式 

構造形式は、大別すると下記の３構造形式があります。 

[耐震構造] 

柱・梁・壁（ブレース）部材を大きく多く配置し、構造体を剛強にする構造 

・多くの学校建築で採用されコストバランスが良い 

・地震の揺れに対して主架構（柱・梁・壁・ブレース）にて抵抗する 

・建物の揺れは、免震・制振構造に比べて大きくなる 

[制振構造] 

建物内に配置した制振部材（ダンパー）で、地震エネルギーを吸収する構造 

・ダンパーが地震エネルギーを吸収し、建物重量を支える主架構の損傷を抑える 

・耐震構造に比べ制振部材のコストが別途かかる 

・中低層建物の場合、建物の変形が比較的小さく、制振の効果が得られにくい 

[免震構造] 

やわらかい免震層に変形を集中させ、上部構造に揺れを伝えない構造 

・耐震・制振構造に比べ、地震時の揺れを大幅に低減できる 

・高い耐震性能を確保できるが躯体コストのみでなく、免震用床ＥＸＰ.Ｊなどの仕上げ材、設備

配管のフレキシブルジョイント等のコスト、さらに免震装置の点検、交換等メンテナンスコスト

がかかる 

 

学校建築に求められるⅡ類の耐震安全性に対し、免震構造はコストと性能のバランスが悪く、制振

構造は、中低層建物では効果を発揮しづらい。多くの実績のある耐震構造を採用し、柱・梁・壁部材

を適切に配置していく計画が最適と判断します。下図に各構造の概念図を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１－１ 各構造形式概念図 

 

 

２ 構造種別・架構形式 

主体構造種別は表２－２－１ 構造種別比較表より、学校建築でも実績が多く、メンテナンスも比較

的容易で最も経済的な鉄筋コンクリート構造とします。 

架構は、平面プランよりオープンな空間で自由度のある空間構成となるように設定します。耐震壁・

柱・梁で構成する耐震構造の耐震壁付きラーメン構造で、安全性の高い建物として計画します。 

スパン割りは要求された平面計画・断面計画及び構造種別に適合させたグリッドとします。鉄筋コン

クリート造の適正スパン８～１０ｍ程度を目安とし、可能で適切な範囲で設定します。 

桁行方向（長辺方向）は普通教室に合わせた８．０ⅿ、４．０ⅿスパン、張間方向（短辺方向）は教

室と廊下、便所の配置や耐震安全性を考慮したスパンとして、８．７ⅿ、８．０ｍ、 ２．７ⅿスパン

とします。なお、最上階音楽室部分は１０．７ｍスパンとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－２－１ イメージ伏図 
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Ａ－１ タイトル

松本市立丸ノ内中学校改築事業 基本設計 PAGE

１ 本書の位置づけ

本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）を選定するために交付する…。

２ 設備計画

⑴ 全体一般事項

あああああああああああああああああああああああああああああああ。ああああああああああああ

あああああああああああああああああああああああああああああああ。

ア 省資源化、省エネルギー化・低炭素化を図り、地球環境の保護に配慮する。あああああああああ

あああああああああああああああああああ。

イ 更新性、メンテンス性を考慮し、容易に保守点検、改修工事が行える計画とする。ああああああ

ああああああああああああああああああああああ。

⑵ 電気設備

ア ○○設備

場内から排出する排水において、関連法令に基づき、定められた一定以上の水量・水質の汚水を

公共下水道に排除する場合は、汚染物質を排除基準値以下とする排水施設等を設けること。

⑶ 機械設備

ア 事務室に集中管理パネル（電灯・空調の監視及び入切が可能なもの）、給食センターの電力監視

装置、各種機器の制御装置等を設置し一括管理を行う。

(ｱ) あああ

ああああああああああああああああああああああ。あああああああああああああああああああ

あああ。あああああああああああああああ。

(ｲ) 給食センター施設内の臭気が周辺地域に影響しないよう防臭対策を講じる。ああああああああ

ああああああああああああああ。

３ 計画策定全体

本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）

表３－⑵－１ 施設一覧

1 開智小学校 開智２－４－５１ Ｈ８ ５，８
６１

１，０
５０

－ ５９８ １９ ３

2 源池小学校 県３－５－１ Ｓ６
２

４，３
５５

１，０
１０

－ ２７２ １２ ４

S- 03
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表２－２－１ 構造種別比較表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価 ◎：3pt/○：2pt/△：1pt/×：0pt

・ 剛性が⾼く揺れが少ない ・ ⼤きな空間がつくりやすい ・ 軽く加⼯が容易
・ ⽕災に強い ・ 施⼯⼯期が短い ・ 地球環境にやさしい

・ 単位⾯積当たり建物重量が⼤きい ・ 耐⽕対策が必要 ・ 耐⽕対策が必要
・ 施⼯⼯期が⻑い ・ 防錆対策が必要 ・ ⼤きな空間は構造形式の⼯夫が
・ ひび割れや中性化に配慮が必要 ・ 歩⾏振動などに注意が必要 必要

10ｍ以下 20ｍ以下 8ｍ以下
L/10 L/13〜15

◎ 100% △ 120% × 350%

※減価償却資産の耐⽤年数等に関する省令（財務省令）より学校⽤を転載

構造部材に⽳を開けることが出来
ないため、設備配管等は構造部材
を避けて計画する必要がある。

○

1階は⼟圧を受けるためRCとする
必要があり、南側から建⽅をする
必要がある。⼤型の揚重機とより
広い構台が必要。⼯種別の⼯程が
増えるが、⼯期は約0.5か⽉の短
縮が可能。

22年

△ 防蟻塗料の塗替えが必要

約0.5か⽉の⼯期短縮が可能だが、夏
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中に使⽤可能な校庭の⾯積が⼩さくな
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り⼩さくなるが、耐⽕被覆や仕上げ等
により、意匠上の⼨法はほとんど変わ
らない。

13pt

△

△
耐⼒壁や筋交い材が必要。各階同
じ位置に配置する等の配慮が必要
で平⾯計画に制約が⽣じる。

×

耐⽕構造とする必要があり、コス
トが⼤幅に増加する。
（⽊三学を適⽤するためには、隣
接建物（体育館等）との外壁離隔
を10m以上とる必要がある）

×梁せいの1/2程度の径まで可能。

○

1階は⼟圧を受けるためRCとする
必要があり、南側から鉄⾻建⽅を
する必要がある。⼤型の揚重機と
より広い構台が必要。⼯種別の⼯
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34年
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5pt

建物としては重くなるが、遮⾳空間を
⼀番実現しやすい点もあり他の⽐較項
⽬でも概ね良好で総合的に評価が⾼
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18pt

○

◎
ロングスパンが可能であり、平⾯
計画の⾃由度が⾼い。

△

建物重量が軽く、基礎の負担を減
らすことができる。ただし、⽐較
的揺れやすい構造であるため、⾮
構造部材に対しての対応が必要。

◎

○

47年

◎
主に外壁について、乾燥収縮ひび
割れの補修が必要
補修は⽐較的容易

本計画の平⾯が8m前後のグリッ
トとRC造の適正スパン。
最も効果的に柱配置が可能。

柱、梁、壁をバランスよく配置で
きる。学校建築では歴史が⻑く実
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○

◎

○

意匠性

構造

設備
（梁貫通）

耐⽤年数※

メンテナンス

所⾒

総合評価

施⼯

計
画
建
物
へ
の
適
合
性

コスト⽐率

⽊造＋鉄筋コンクリート造

⻑所

短所

特
徴

対応可能スパン
○

構造種別
鉄筋コンクリート造

（RC造）
鉄⾻造+鉄筋コンクリート造

（S造＋RC造）

梁せい
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実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）を選定するために交付する…。

２ 設備計画

⑴ 全体一般事項

あああああああああああああああああああああああああああああああ。ああああああああああああ

あああああああああああああああああああああああああああああああ。

ア 省資源化、省エネルギー化・低炭素化を図り、地球環境の保護に配慮する。あああああああああ

あああああああああああああああああああ。

イ 更新性、メンテンス性を考慮し、容易に保守点検、改修工事が行える計画とする。ああああああ

ああああああああああああああああああああああ。

⑵ 電気設備

ア ○○設備

場内から排出する排水において、関連法令に基づき、定められた一定以上の水量・水質の汚水を

公共下水道に排除する場合は、汚染物質を排除基準値以下とする排水施設等を設けること。
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ア 事務室に集中管理パネル（電灯・空調の監視及び入切が可能なもの）、給食センターの電力監視

装置、各種機器の制御装置等を設置し一括管理を行う。

(ｱ) あああ

ああああああああああああああああああああああ。あああああああああああああああああああ

あああ。あああああああああああああああ。

(ｲ) 給食センター施設内の臭気が周辺地域に影響しないよう防臭対策を講じる。ああああああああ

ああああああああああああああ。

３ 計画策定全体

本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）

表３－⑵－１ 施設一覧

1 開智小学校 開智２－４－５１ Ｈ８ ５，８
６１

１，０
５０

－ ５９８ １９ ３

2 源池小学校 県３－５－１ Ｓ６
２

４，３
５５

１，０
１０

－ ２７２ １２ ４
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１ ボーリング調査位置図 

ボーリング調査行った位置を下図に示します。実施設計にて追加調査を行い、詳細を検討します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１－１ ボーリング調査位置図 

 

２ 柱状図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２－１ 柱状図 

 

３ 地下水位 

表３－３－１ 水位一覧 

孔番 
総削孔長 

（GL-ｍ） 

無水掘削深度 

（GL-ｍ） 

自然水位 

（GL-ｍ） 

翌朝水位 

（GL-ｍ） 

No.1 10.35m 2.45m 確認されず 3.45～4.45m 

 

ボーリング掘削時には自然水位を把握するために可能な限り無水掘りで掘削し、その後は泥水を用い

て掘削しています。一般的に作業後の孔内水位は孔内に溜まった泥水位を測定している場合が多く、翌

日作業前水位は自然水位と平衡状態またはそれに近い水位となる場合が多いです。 

本調査ではＧＬ－２．４５ｍまで無水掘削を行いましたが、掘削時は自然水位を確認されず、翌朝 

ＧＬ－３．４５～４．４５ｍで泥水位が確認されました。なお、掘削時に被圧地下水は確認されていま

せん。 

以上のことから、水位は低い位置にあり、本計画建物への影響は少ないと考えられます。 

 

４ 基礎形式 

表３－４－１ 各地層の推定許容支持力度 

地層名 N値 
地盤の許容支持力度 

（kN/m2） 
地盤評価 

粘性土層 5～10.5 50～100 中位～硬い粘土質地盤 

シルト質砂礫層1 21 200 中位の砂質地盤相当 

シルト質砂礫層2 50以上 600 密実な礫層 

 
基礎は、地盤調査結果および構造種別・建物規模よりＧＬ－５．８ｍ付近からのシルト質砂礫層２を

支持層とする浅層地盤改良を用いた直接基礎（独立フーチング基礎）を採用します。浅層地盤改良は、

設計地耐力を４０ｔ／ｍ２（４００ｋＮ／ｍ２）とします。なお、本計画建物は 1 階と２階が地上階とな

り、基礎の高さに約３ｍの差が発生します。既存体育館の地盤調査より地盤の傾斜が想定されるため、

基本設計時点では全ての基礎を浅層地盤改良にて対応するものと想定し、実施設計時の追加調査にて詳

細を決定するものとします。 

地盤改良工法は、施工性、経済性より、「スラリー系機械攪拌式ブロック状地盤改良工法」を中心に

計画（資料編：基礎工法比較表参照）します。軟弱地盤についてセメント系固化材を用いて改良体を築

造する工法であり、施工時において、事前に六価クロム溶出試験を行い、基準値以下となるよう配合計

画をします。 

 

 

 

既存体育館 

No.2 

既存体育館 

No.1 

新規ボーリング調査位置 

浅層地盤改良 

 

 
▽B1FL 

▽1FL 

▽支持層 

新規調査 No.1 

既存体育館 No.2 
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１ 建物概要 

建設場所 長野県松本市  

用  途 中学校 工事種別 改築工事  

 

構造概要 鉄筋コンクリート造   

建物規模 
延べ面積 約 ５，４００㎡ 建築面積 約 ２，４００㎡ 

階数 構造計算上 地上３階※ 塔屋 - 階  

骨組形式 
Ｘ方向：耐震壁付きラーメン架構  

Ｙ方向：耐震壁付きラーメン架構  

基礎種別 直接基礎(地盤改良) 

 ※地盤と接する壁の面積が、地下外壁の７５％以下 

 

表４－１－１ 耐震安全性確保のための係数 

耐震安全性 

構造体 Ⅱ類（Ⅰ=1.25） 

非構造部材 

Ａ類 

場  所 Ks 

上層階･屋上及び塔屋 1.0  

中間階 1.0 

1 階及び地下階 0.6  

  Ks：設計標準水平震度, I：重要度係数 

 
２ 準拠基準 

建築基準法、同施行令、告示等 

２０２５年版 建築物の構造関係技術基準解説書 

各種設計規準・指針（日本建築学会） 

建築構造設計基準 

官庁施設の総合耐震・対津波計画基準 

  
  

  
３ 適用する構造計算ルート 

校舎棟は半地下構造になっており、地下１階に多くの耐震壁（土圧壁）が配置されます。一方、１階

以降は平面計画上多くの耐震壁が配置できず、剛性率が０．６以下となってしまうため、構造計算ルー

トは、令第８１条第２項第１号イに規定する構造計算（ルート３）を採用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

QQuu≧≧11..2255QQuunn  

図４－３－１ 構造計算ルート図 
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４ 上部構造の設計方針 

⑴  全体架構の設計方針 

校舎棟は長辺方向×短辺方向が約８８ｍ×約２８．４ｍのほぼ矩形な平面形状です。立面形状は、

高さ約１５ｍの勾配屋根で、北側 1 列は地形にならい基礎レベルが 1 層分高い計画です。 

主体構造は鉄筋コンクリート造、桁行き方向（Ｘ方向）および張間方向（Ｙ方向）は耐震壁付きラ

ーメン構造とし、十分な剛性と靱性、耐力を持った耐震性のある構造体とします。 

耐震壁及び外壁以外の壁は、原則乾式壁を採用することで、構造体と非構造体を明確に分離しま

す。応力集中する柱部位の腰壁・垂れ壁には耐震スリットを設けます。 

ハイサイドライト部は鉄骨架構とすることで、軽量化を図ります。 

共創ホールの床仕上げに既存仕上げ材を再利用する為に既存床スラブごと埋め込む場合は、仕上げ

範囲について仕上げに必要な厚さ分の躯体スラブを下げる計画とします。 

自治の鐘設置による応力については、実施設計にて詳細を検討し、必要に応じて小梁等を配置し、

躯体断面を検討します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４－４－１ 軸組イメージ図 

 
⑵ ２次部材の設計方針 

ア スラブ 

たわみ、振動に対して問題が生じないようにスラブ厚、大きさを決め計画します。 

一般的スラブ厚は１５ｃｍとし、設備配管が可能な厚さとして計画します。 

鉄筋付きデッキの使用も検討し（資料編：スラブ工法比較表参照）、施工性、環境性、施工時の

安全性を配慮します。 

 

 

 

 

 

 

図４－４－２ 鉄筋付きデッキ 

イ 小梁 

たわみ、ひび割れ、振動に対して問題が生じないようにスラブ配置を鑑みて計画します。 

 

５ 構造材料 

本建物に使用する構造材料は、経済性・施工性・耐久性・市場性を考慮し、下記の仕様を標準としま

す。 

表４－５－１ 構造材料 

材  料 種  別 場  所 

コンクリート FC30 N/ｍ㎡以上 躯  体 

〃 FC18 N/ｍ㎡ 雑ｺﾝ、嵩上げｺﾝ 

鉄   筋 SD390 D29 以上 

〃 SD345 D25, D22, D19 

〃 SD295A D16 以下 

高強度せん断補強筋 KSS785 同等品 S10,S13 等 

鉄   骨 SS400 ２次部材 

 
 

６ 鉄筋の標準かぶり厚さ 

耐久性（長寿命化）に影響があるかぶり厚は下記を標準とします。 

表４－６－１ 鉄筋の標準かぶり厚さ 

部   位 
かぶり厚さ 

仕上げあり 仕上げなし 

土に接しない部分 

スラブﾞ･非耐力壁 
屋内 30 40 

屋外 40 40 

柱・梁・耐力壁 
屋内 40 40 

屋外 40 50 

擁壁・耐圧スラブ 50 

土に接する部分 
柱・梁・スラブ･壁 50 

基礎・擁壁・耐圧スラブ 70 

公共建築工事標準仕様書（国土交通省） 

 

 

 

耐耐震震壁壁  

一一部部鉄鉄骨骨架架構構  
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場内から排出する排水において、関連法令に基づき、定められた一定以上の水量・水質の汚水を
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２
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７ 設計仮定荷重 

⑴ 積載荷重  

表４－７－１ 積載荷重表（Ｎ／ｍ２） 

室  名 床・小梁用 大梁・柱・基礎用 地震用 

普通教室 ※2,900 2,100 1,100 

特別教室 3,900 2,400 1,600 

ラーニングセンター 3,900 2,400 1,600 

校務センター・教員スタジオ 2,900 1,800 800 

会議室・校長室・保健室等 2,900 1,800 800 

廊下・階段・ラウンジ等 3,500 3,200 2,100 

倉庫・配膳室 7,800 6,900 4,900 

屋根・庇 980 600 400 

各機械室・設備置場・ポンプ室 実況に応じて算定 

建築構造設計基準（国土交通省） 

※用途転用を考慮し 2,300 から事務室相当の値に割増（文科省：建築構造設計指針参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－７－１ 地下１階積載荷重平面図 

図４－７－２ １階積載荷重平面図 

図４－７－３ ２階積載荷重平面図 

図４－７－４ 積載荷重屋根伏図 
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⑵ 地震力 

ア 基本事項 

(ｱ) 地上階の地震力   

Ｑｉ＝Ｃｉ・ΣＷｉ  Ｑｉ：ｉ階における層せん断力 

Ｃｉ＝Ｚ・Ｒｔ・Ａｉ・Ｃｏ  ΣＷｉ：ｉ階より上部の建築物重量の総和 

   Ｃｉ：ｉ階の地震層せん断力係数 

  地震地域係数  Ｚ＝１．０（長野県松本市） 

  地盤種別  第２種地盤（Ｔｃ＝０．６秒） 

  標準せん断力係数  Ｃｏ１＝０．２０（一次設計用） 

  設計用一次固有周期  Ｔ＝ｈ（０．０２＋０．０１α）秒 ｈ：建築物の高さ 

  α：建築物の高さのうち鉄骨部分の高さ比 

  振動特性係数  Ｒｔ 

  地震層せん断力係数の分布係数  Ａｉ 

   

(ｲ) 地下部分の地震力  

 ｋ≧０．１（１－Ｈ／４０）Ｚ  

 
イ 二次設計（保有水平耐力計算） 

Ｑｕ≧Ｑｕｎ・Ｉ Ｑｕ：保有水平耐力 

Ｑｕｎ＝Ｄｓ・Ｆｅｓ・Ｑｕｄ Ｑｕｎ：必要保有水平耐力 

  Ｑｕｄ＝Ｚ・Ｒｔ・Ａｉ・Ｃｏ２・ΣＷｉ Ｑｕｄ：地震力により各階に生ずる水平力 

 Ｄｓ：構造特性係数 

  Ｆｅｓ：形状特性係数 

  標準せん断力係数 Ｃｏ２＝１．００（二次設計用） 

 Ｉ＝１．２５（重要度係数） 

 

⑶ 風荷重 

Ｗｆ＝ｑ×Ｃｆ×Ｉ Ｗｆ：風圧力（構造骨組用）（Ｎ／ｍ２） 

 
ｑ：平均速度圧（Ｎ／ｍ２） Ｃｆ：風圧係数 

Ｉ＝１．１５（重要度係数） 

   Ｑ＝０．６Ｅ×Ｖｏ２ Ｖｏ：基準風速（ｍ／ｓ）Ｖｏ＝３０ｍ／ｓ（松本市） 

   Ｅ＝Ｅｒ２×Ｇｆ Ｅｒ：平均風速の高さ方向の分布を表す係数 

 Ｈ：建築物の高さと軒の高さとの平均（ｍ） 

 Ｇｆ：ガスト影響係数  地表面粗度区分＝Ⅲ 

 

 

⑷ 積雪荷重 

   積雪荷重（○長期荷重[多雪区域]、●短期荷重） 

Ｓ＝ρ×ｄ＝２０×７８＝１，５６０ (Ｎ/㎡) 

Ｓ：積雪荷重(N/㎡) ρ：雪の単位重量    ２０(Ｎ／ｍ２・ｃｍ)  

 ｄ：垂直積雪量      ７８(ｃｍ) 

※特定緩勾配屋根による積雪荷重割増対象の屋根が無い為、対象としない計画です。 

      

  

８ 非構造部材の設計 

⑴ 各仕上部材、設備機器の方針 

表４－８－１ 各仕上げ部材および設備機器の構造的な性能目標と対策方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部 位 性能目標 対策方針 

外壁およびその仕上げ 
外力に対し部材が損傷せず破損・

脱落しない。 
建物の層間変位に追従する。 

建具・ガラス 

外力に対し建具が損傷せず破損・

脱落しない。地震時に避難路が確

保できる。 

建具・ガラスは、建物の層間変位に追従

する。 

扉は変形に対し追従性能を確保する。 

間仕切壁・内装材 

外力に対し部材が損傷せず破損・

脱落しない。地震時に避難路が確

保できる。 

部材は、建物の層間変位に追従する。 

開口部は変形に対し追従性能を確保す

る。 

屋根材 

外力に対し部材が損傷せず破損・

脱落しない。地震時に避難路が確

保できる。暴風時に外れない。 

暴風時に剥離・飛散しないよう躯体と緊

結する。 

設備機器 

外力に対し機器の脱落・転倒等が

生じない。地震時に避難路が確保

できる。暴風時に外れない。 

建物の層間変位に追従する。 

地震・暴風時に転倒しないよう躯体と緊

結する。 
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１ 基本方針

⑴ 安全性・信頼性の確保

ア 電気設備技術基準・内線規定・電気設備工事共通仕様書に準拠するとともに、防災・耐震面に十

全の配慮をします。

イ 耐久性と保守性に優れた材料と機器を選定します。

⑵ ＺＥＢ Ｒｅａｄｙ相当を見据えた省エネ・省資源および環境配慮計画

ア 低損失型変圧器を採用し、電力の損失を低減します。

イ 高効率で省エネルギー型の照明器具を採用します。

ウ 共用部（専用部含む）の照明の制御は、人感センサー、昼光調光、リモコンスイッチによる集中

制御と区分を細分化し、省エネルギーを図ります。

エ 便所は、人感センサーによる点滅とし、消し忘れの防止をします。

オ 環境に配慮した低環境負荷材料（エコケーブル）を採用します。

カ 環境汚染の心配が無い太陽光を直接エネルギーとする太陽光発電設備を計画します。

キ 地域住民に対して、騒音・光害等に配慮した計画をします。

⑶ 将来性を考慮したフレキシブルな計画

ア 将来への発展性が容易でメンテナンス性の良いシステムを計画します。

イ 将来の機能増加、電力増加に対応出来る変圧器スペースの確保および幹線計画をします。

⑷ 事業継続計画（ＢＣＰ）に配慮した災害に強い施設計画

ア 屋上に太陽光発電設備を設置し、蓄電池を併設することで、停電時にも電力供給します。

イ 災害時および停電時に、特定負荷等（例：通信機器、非常コンセント等）へ電源を供給します。

⑸ ライフサイクルコストの縮減

ア ライフサイクルコストを考慮し、イニシャルコストとランニングコストのバランスが取れた経済

的なシステムを計画するとともに、省エネルギー機器を積極的に採用します。

ア 点検・交換容易な照明器具や分電盤を配置し、メンテナンス頻度が少ない機器を選定します。

イ メーカー汎用機器を採用で部品供給の安定性を確保し、修繕保全費も縮減します。

⑹ 質の高い教育環境

ア 建築動線計画や教室運用方法などに合致するように照明、コンセント、各種設備機器類を配置し

ます。

イ 教育環境に望まれる時代に即したシステムとし、変化に対応できる更新用予備スペースを設けま

す。

２ 法的規制の種類と内容

⑴ 建築基準法

建築基準法 別表（い）（３）「学校」に該当する。

⑵ 消防法

｢別表第一（7）項 小学校、中学校に該当する。｣

３ 電気設備工事項目

設備項目は下記の通りとする。

設備項目 本棟 屋外 既存体育館 備考

１． 電力引込設備 ○ ○

２． 受変電設備 ○ -

３． 自家用発電機設備（太陽光設備） ○ -

４． 幹線設備 ○ - ○

５． 動力設備 ○ -

６． 電灯コンセント設備 ○ ○

７． 電熱設備

８． 構内交換設備 ○ ○ ○

９． 構内情報通信設備 ○ - ○

１０．情報表示設備（時計表示装置）

１１．音響・映像設備 ○ -

１２．拡声設備

１３．誘導支援設備 ○ -

１４．テレビ共同受信設備 ○ - ○

１５．防犯カラ設備 ○ ○ 設置検討

１６．機械警備用配管設備 ○ ○

１７．自動火災報知設備備 ○ - ○

１８. 遠隔監視システム ○ 太陽光発電設備を監視対象

チェック項目 根拠条文 設定基準 要･不要

非常用照明 令 126 条の 4 「学校」はこの限りではない。 不要

避雷設備 法 33 条･令 129 条 3 建築物 20ｍ以上に設置 不要

チェック項目 根拠条文 設定基準 要･不要

誘導灯設備 令 26 条 地階・無窓階・11 階以上の部分 廊下（避難経路）設置

自動火災報知設備 令 21条、規 23･24 条 延床面積 500 ㎡以上 要

非常コンセント 令 29 条の２ 所轄消防署との協議 不要

非常放送設備 令 24 条 収容人員 800 人以上 要
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本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）を選定するために交付する…。

２ 設備計画

⑴ 全体一般事項

あああああああああああああああああああああああああああああああ。ああああああああああああ

あああああああああああああああああああああああああああああああ。

ア 省資源化、省エネルギー化・低炭素化を図り、地球環境の保護に配慮する。あああああああああ

あああああああああああああああああああ。

イ 更新性、メンテンス性を考慮し、容易に保守点検、改修工事が行える計画とする。ああああああ

ああああああああああああああああああああああ。

⑵ 電気設備

ア ○○設備

場内から排出する排水において、関連法令に基づき、定められた一定以上の水量・水質の汚水を

公共下水道に排除する場合は、汚染物質を排除基準値以下とする排水施設等を設けること。

⑶ 機械設備

ア 事務室に集中管理パネル（電灯・空調の監視及び入切が可能なもの）、給食センターの電力監視

装置、各種機器の制御装置等を設置し一括管理を行う。

(ｱ) あああ

ああああああああああああああああああああああ。あああああああああああああああああああ

あああ。あああああああああああああああ。

(ｲ) 給食センター施設内の臭気が周辺地域に影響しないよう防臭対策を講じる。ああああああああ

ああああああああああああああ。

３ 計画策定全体

本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）

表３－⑵－１ 施設一覧

1 開智小学校 開智２－４－５１ Ｈ８ ５，８
６１

１，０
５０

－ ５９８ １９ ３

2 源池小学校 県３－５－１ Ｓ６
２

４，３
５５

１，０
１０

－ ２７２ １２ ４
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１ 電力引込設備 

⑴ 概   要： 

敷地内に引込コンクリート柱(PAS を設置)を建柱し、架空にて電力会社より普通高圧電力を引込

み、東側に設置する受変電装置まで地中埋設にて配線する。 

⑵ 受電方式：３相３線 ６６００ｖ ６０ＨＺ 

⑶ 引込サイズ：６ＫＶ ＥＭ―ＦＰＴ６０ｓｑ 

 

２ 受変電設備   

⑴ 概   要：    

東側に受変電装置を設置、高圧電力を変圧器により電灯コンセント用･動力用の低圧電力に変圧る。 

⑵ キュービクル型状：屋外形キュービクル（認定キュービクル：消防庁告示第 7 号） 

⑶ 容   量： 

ア 電灯ＴＲ １５０ＫＶＡ x２台  

イ 動力ＴＲ ５００ＫＶＡ x１台、  １００ＫＶＡ x1 台 

ウ 油変圧器（省エネを考慮したトップランナー型とする） 

エ 高圧コンデンサー（Ｓ．Ｃ）３９．９Ｋｖａｒ ｘ４台  

オ 直列リアクトル（ＳＲ Ｌ＝６%）２．３９Ｋｖａｒ ｘ４台  

⑷ 主遮断器： ＶＣＢ（真空遮断器） 

⑸ 外部寸法（参考）： 

 

表２－⑸－１ 外部寸法（参考） 

名称 W（ｍｍ） D（ｍｍ） H（ｍｍ） 重さ（ｋｇ） 

① 受電盤 ９００ ２０００ ２３５０ ８００ 

② 電灯変圧器１（１５０ＫＶＡ） １０００ ２０００ ２３５０ １０００ 

③ 電灯変圧器２（１５０ＫＶＡ） １０００ ２０００ ２３５０ １０００ 

④ 動力変圧器（１００ＫＶＡ） ９００ ２４００ ２３５０ １２００ 

⑤ 動力変圧器（５００ＫＶＡ） １２００ ２４００ ２３５０ ２９５０ 

⑥ コンデンサー盤１ ８００ ２０００ ２３５０ １３５０ 

⑦ コンデンサー盤２ ８００ ２０００ ２３５０ １３５０ 

 

⑹ 監  視: 一括警報を警報盤（校務センターの総合盤に埋込）に表示 

⑺ その他 ： 

ア 動力消防ポンプ電源「専用受電」、引込ケーブルは耐火ケーブルとする。 

イ 原則として、キューピクルが建物から３ｍ以上離隔距離を保つ。 

ウ 所轄消防との協議により、条件によって緩和される場合があります。 

 

 

 

３ 自家用発電機設備（太陽光発電設備） 

⑴ システム概要： 

環境を考慮した学校施設として、太陽光発電設備を計画する。省エネを図ると同時に環境教育、地域

住民へのＰＲ効果にも役立つ。また、蓄電池を併設して、災害等の停電時に利用できる設備とする。 

 ⑵ 連    係 ：みなし低圧連系 

⑶ 太陽電池出力 ：５５ｋｗ程度（新設） 

⑷ ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ ：単相３線式 系統連系保護機付（５０ｋｗ未満） 

⑸ 逆  潮  流 ：売電あり 

⑹ 蓄  電  池 ：リチウムイオン ２２ｋｗｈ程度 

 ⑺ 表示計測装置 ：表示装置（液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ）は昇降口、計測装置は校務センターに設置する。 

⑻ 表 示 内 容  ：発電電力量・日射量・外気温、簡易システム図、環境問題等の啓発資料 

⑼ 太陽光電池設置場所：３F 屋根（南側） 

 

４ 幹線設備 

⑴ 概   要： 

東側に設置した受変電装置より、各電灯分電盤･動力制御盤等までの配管配線を行う。各階にＥＰ

Ｓを設置し、盤収容スペースを考慮する。また、個別電力計量を設置する。 

⑵ 配電方式：  

ア 一般電動機・空調機用   ３相３線 ２１０ｖ 

イ 一般照明、コンセント用  １相３線 ２１０ｖ/１０５ｖ 

⑶ 幹線サイズ：想定電流による電圧降下が内線規定されている値以下となるように選定する。 

 

表４－⑶－１ 電圧降下 

こう長 電圧降下（％） 

６０ｍ以下 ３以下 

１２０ｍ以下 ５以下 

２００ｍ以下 ６以下 

 

⑷ 配管配線： 

ア 屋内：電力ケーブル（ＥＭ―ＣＥＴ又はＥＭ―ＣＥケーブル）＋金属管 

イ 屋外：電力ケーブル（ＥＭ―ＣＥＴ又はＥＭ―ＣＥケーブル）＋ＦＥＰ管 
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⑴ 全体一般事項

あああああああああああああああああああああああああああああああ。ああああああああああああ
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イ 更新性、メンテンス性を考慮し、容易に保守点検、改修工事が行える計画とする。ああああああ
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⑵ 電気設備

ア ○○設備

場内から排出する排水において、関連法令に基づき、定められた一定以上の水量・水質の汚水を

公共下水道に排除する場合は、汚染物質を排除基準値以下とする排水施設等を設けること。

⑶ 機械設備

ア 事務室に集中管理パネル（電灯・空調の監視及び入切が可能なもの）、給食センターの電力監視

装置、各種機器の制御装置等を設置し一括管理を行う。

(ｱ) あああ

ああああああああああああああああああああああ。あああああああああああああああああああ

あああ。あああああああああああああああ。

(ｲ) 給食センター施設内の臭気が周辺地域に影響しないよう防臭対策を講じる。ああああああああ

ああああああああああああああ。

３ 計画策定全体

本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）

表３－⑵－１ 施設一覧

1 開智小学校 開智２－４－５１ Ｈ８ ５，８
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１，０
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２

４，３
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５ 動力設備 

⑴ 概   要： 

各動力制御盤より電動機･空調機等へ至る２次側の配管配線を行う。尚、機器の警報は警報盤に表示する。 

⑵ 保護方式： 

安全性を考慮し、保護継電器(３Ｅリレー)による過負荷･逆相･欠相保護を行う。又、水廻り･屋外に設置す

る機器については、漏電ブレーカーによる漏電保護を行う。 

⑶ 配管配線： 

ア 屋内：絶縁電線（ＥＭ－ＩＥ電線）＋金属管又はＰＦ管 

  イ 屋外：電力ケーブル（ＥＭ－ＣＥケーブル）＋ＦＥＰ管 

 

６ 電灯コンセント設備 

⑴ 概   要： 

各電灯分電盤以降の照明器具及び配線器具等の設置、並びにそれらに至る配管配線を行う。 

電灯盤は１階、２階、特別教室、屋外などのエリア分けとする。 

 

⑵ 電灯コンセント設備 

ア 照度基準：日本工業ＪＩＳ等に準じ、設定する。（詳細は諸元表に参照） 

イ 照明器具：省エネ・高寿命を考慮し、ＬＥＤ器具を主体とし、建築デザイン及び全体計画と調和

した器具を採用する。 

ウ 点滅方式：各室は個別スイッチによる点滅を基本とし、校務センターの集中リモコン制御にて点

滅可能とする。また、昼光調光、人感センサーなど制御を行う。 

エ 配線器具：連用形を標準とする。 

オ 配管配線；絶縁電線（ＥＭ―ＩＥ電線）＋金属管又はＰＦ管 

 

⑶ 誘導灯設備 

ア 設置基準：消防法に基づき、避難口・廊下などに設置する。  

イ 非常電源：蓄電池内蔵型 

ウ 配管配線：電灯コンセント設備に準ずる。 

 

⑷ 外灯設備 

ア 概   要：建物周辺部の照度を確保するため庭園灯等の外灯の設置及び電源供給配管配線を行

う。点灯はタイマーと自動点滅スイッチの併用で行う。 

イ 配   管：ＦＥＰ管（屋外埋設配管） 

 

 

 

 

 

 

⑸ コンセント設備： 

ア コンセント：詳細は諸元表にご参照。 

イ 衛生機器、弱電機器及びサイン、看板など電源供給配線を行う。 

ウ 配線器具：連用型、設置場所に応じて、Ｅ付・ＥＴ付及び防水型を使用する。 

 

エ 配管配線：ＥＭケーブルを使用＋金属配管又はＰＦ管、二重天井エリアはころがし配線、躯体打

み・貫通部分はＰＦ管により保護する。 

オ 普通教室のコンセントは６個程度とする。 

 

７ 電熱設備 

⑴ 概   要： 

融雪、凍結防止のため、樋に排水路ヒーターを設置する。 

⑵ 発電体構造：Ｌ 発熱線 

⑶ 発熱体の分類（ＪＩＳによる分類）：Ａ２ 第２種発熱線 

⑷ その他： 

ア 電気設備の電源は専用回路とする。 

イ 発熱体の制御は外気温度センサーにより行う。 

 

８ 構内交換設備 

⑴ 概   要： 

ＮＴＴより架空にて引込むこととなるため、東側の引込構内柱(電力用と兼用)をよりＭＤＦまで地

中埋設配管を行う。又、ＭＤＦより端子盤を経由し、各室の電話アウトレットまでの配管配線をう。 

⑵ 推定引込局線数：最大８回線アナログ回線及び情報端末用として光回線のルートを確保する。 

⑶ 電話交換機：電子ボタン電話主装置 ３０分バッテリー内蔵型 校務センター総合盤に設置する。 

⑷ 電話用モジュールジャック：６極４芯 壁埋込型 設置場所は別途打合せより確認。 

⑸ 配管配線： 

ア メタル用幹線：通信用構内ケーブル(ＥＭ－ＴＫＥＥケーブル)＋ＰＦ管 

イ タル用二次側：構内電話用ケーブル(ＥＭ－ＢＴＩＥＥケーブル)＋ＰＦ管 

 

９ 構内情報通信設備 

⑴ 概   要： 

校内設置されるパソコン及び情報端末の構内ＬＡＮを構築できるよう、１階校務センターより各 

ＬＡＮアウトレット間及び無線ＬＡＮ用アクセスポイント間の配管配線を行う。 

また、サーバー・ハブ・パソコン機器の供給・取付は別途工事とする。 

⑵ ＬＡＮアウトレット：８極８芯（Ｃａｔ６） 設置場所は別途打合せより確認。 

⑶ 配管配線：ＥＭ―ＵＴＰ（Ｃａｔ６）＋ＰＦ管 
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表３－⑵－１ 施設一覧

1 開智小学校 開智２－４－５１ Ｈ８ ５，８
６１

１，０
５０

－ ５９８ １９ ３

2 源池小学校 県３－５－１ Ｓ６
２

４，３
５５

１，０
１０

－ ２７２ １２ ４

E- 04

Ｅ－２ 電気設備概要書 

 松本市立丸ノ内中学校改築事業 基本設計 

教育施設研究所  Educational Facilities Institute 

PAGE   

 

１０ 情報表示設備（時計表示装置） 

⑴ 概   要： 

校内の時間管理を統一し、授業・行事の円滑な運営を支援のため、時計表示設備を設置する。 

⑵ 親時計：壁掛形とし、３回線までとする。チャイム連動タイプとし、校務センターの総合盤に埋込

する。 

⑶ 子時計：壁掛形  

⑷ 子時計設置場所：諸元表にご参照ください。 

 

１１ 音響・映像設備 

⑴ 概   要： 

放送室、音楽室、視聴覚室の音響・映像システムを設置する。 

⑵ 機  器 ：映像配信を設定するパソコン等は別途工事とする。 

⑶ 配管配線：ＥＭ―ＵＴＰ（Ｃａｔ６）+ＰＦ管 

 

１２ 拡声設備 

⑴ 概   要： 

校内放送として、校務センターに放送アンプ（非常・業務兼用）を設置し呼出放送として、端子盤

を経由して、各スピーカー等への配管配線及び機器の供給・取付を行う。放送室、音楽室、ICT 室に

カットリレーを設置し、緊急放送を行えるよう計画する。 

⑵ アンプ出力： 

ア １階校務センター ４５０w・４０回線＋一斉 

イ 放送室 遠隔操作機（マイク付） 

ウ ＢＧＭ放送については、任意エリアを選択し放送を行う。 

⑶ 配管配線：通信用ケーブル（ＥＭ―ＨＰケーブル）＋金属管又はＰＦ管 

 

１３ 誘導支援設備 

⑴ インターホン設備 

ア 概   要： 

時間外の来客者用にインターホンを設置、校務センターとインターホン連絡が取れるように計画

する。 

イ ＥＬＶインターホン用として、ＥＬＶシャフトより１階校務センターまでの配管配線を行う。 

ウ 構成要素： 

・カメラ付玄関機：来客・地域玄関、教員玄関、正門、サービス門にカメラ付玄関機 

・モニター付インターホン親機：校務センター（総合盤） 

エ ＥＬＶインターホンの機器供給・取付は別途ＥＬＶ工事とする。 

オ 配管配線：通信用ケーブル（ＥＭ－ＣＰＥＥまたはＥＭ－ＡＥケーブル）＋ＰＦ管 

 

 

 

⑵ 呼出表示設備 

ア 概   要： 

多目的トイレにおいて利用者が、体調不良等を起こした場合の助けを求める設備として、呼出ボ

タン等を設置する。 

イ 表示器：呼出表示盤（１０窓）を１階校務センターに設置する。 

ウ 呼出ボタン：倒れた場合にも操作可能なように、ひも付とする。 

トイレ最寄廊下側に表示灯、復旧ボタンを設置する。 

エ 配管配線：通信用ケーブル（ＥＭ－ＣＰＥＥまたはＥＭ－ＡＥケーブル）＋ＰＦ管 

 

１４ テレビ共同受信設備 

⑴ 概   要： 

２Ｆ屋上にアンテナを設置し、端子盤を経由して各直列ユニットまでの配管・配線及び機器の供

給･取り付けを行う。 

⑵ アンテナ： 

ア ＵＨＦ ２０素子 （デジタル放送対応） 

イ ＦＭ  ５素子 ＡＭ ホイップ式 

⑶ 直列ユニット：２端子型 

⑷ 配管配線：低損失型同軸ケーブル＋ＰＦ管 

 

１５ 防犯カメラ設備 (設置検討) 

⑴ 概   要： 

構内の防犯を目的として、校務センターにＩＴＶモニターを設置し、各所ＩＴＶカメラまでの配管

配線及び機器の取付を検討する。又、校務センターにレコーダーを設置し、データの記録を行う。 

⑵ 監視モニター：２２インチカラーモニター（自動画面切替式）１階事務室に設置。 

⑶ ＩＴＶカメラ：屋内ドーム型カメラ、屋外ハウジング型防水型カメラ 

⑷ その他： 

ア 防犯システムは拡張性のよいネットワークカメラ方式とする 

イ ハードディスクレコーダ（１階校務センター）２週間分程度記録が可能とする。 

 

１６ 機械警備配管設備 

⑴ 概   要： 

夜間及び休校日等の校内無人時における防犯対策として、委託警備会社による、機械警備が可能な

よう空配管を行う。また、機器の供給・取付は別途委託警備会社工事とする。 

⑵ センサー：各機械警備機器（防犯センサー等）の各設備に対応できるようスペースを確保し、配管

配線を行う。 

⑶ 配管配線：空配管（ＰＦ管）とする。 

 

 



Ａ－１ タイトル
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１ 本書の位置づけ

本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）を選定するために交付する…。

２ 設備計画

⑴ 全体一般事項

あああああああああああああああああああああああああああああああ。ああああああああああああ

あああああああああああああああああああああああああああああああ。

ア 省資源化、省エネルギー化・低炭素化を図り、地球環境の保護に配慮する。あああああああああ

あああああああああああああああああああ。

イ 更新性、メンテンス性を考慮し、容易に保守点検、改修工事が行える計画とする。ああああああ

ああああああああああああああああああああああ。

⑵ 電気設備

ア ○○設備

場内から排出する排水において、関連法令に基づき、定められた一定以上の水量・水質の汚水を

公共下水道に排除する場合は、汚染物質を排除基準値以下とする排水施設等を設けること。

⑶ 機械設備

ア 事務室に集中管理パネル（電灯・空調の監視及び入切が可能なもの）、給食センターの電力監視

装置、各種機器の制御装置等を設置し一括管理を行う。

(ｱ) あああ

ああああああああああああああああああああああ。あああああああああああああああああああ

あああ。あああああああああああああああ。

(ｲ) 給食センター施設内の臭気が周辺地域に影響しないよう防臭対策を講じる。ああああああああ

ああああああああああああああ。

３ 計画策定全体

本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）

表３－⑵－１ 施設一覧

1 開智小学校 開智２－４－５１ Ｈ８ ５，８
６１

１，０
５０

－ ５９８ １９ ３

2 源池小学校 県３－５－１ Ｓ６
２

４，３
５５

１，０
１０

－ ２７２ １２ ４
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１７ 自動火災報知設備 

⑴ 概   要： 

火災の早期発見及び報知を目的に、校務センター総合盤に受信機を設置し、各感知器までの配管配

線及び機器の供給・取付を行う。1 階校務センターに受信機、施設管理室には副受信機を設置し、警

戒表示を確認できるようにする。尚、設置については、消防法･建築基準法に基づき設置する。 

⑵ 受信機：GR 型もしくは PG 型 総合盤に埋込（副受信機は受信機と同じ窓数とする） 

⑶ 感知器：煙感知器を主体とし、一部熱感知器を設置する。（自動試験機能付） 

⑷ 警戒区域：防火区画に合わせる。 

⑸ 配管配線： 

ア 幹線：耐熱ケーブル（ＥＭ―ＨＰケーブル）＋ＰＦ管 

イ 二次側：通信用ケーブル（ＥＭ－ＡＥケーブル）＋ＰＦ管 

 

１８ 遠隔監視システム 

⑴ 概   要： 

太陽光発電設備の発電量、ＰＣＳごとの電圧・電流・電力の現在値、並びに運転状況や故障履歴を

確認するため、遠隔監視システムを計画する。 

 

１９ そのた 

⑴ 概   要： 

既存体育館再利用するため、電力・通信・防災配線は本工事で新設する設備と接続する。 

⑵ その他： 

既存蛍光灯及びＨＩＤ照明をＬＥＤ照明へ更新する。 
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２ 設備計画

⑴ 全体一般事項
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あああああああああああああああああああああああああああああああ。

ア 省資源化、省エネルギー化・低炭素化を図り、地球環境の保護に配慮する。あああああああああ

あああああああああああああああああああ。

イ 更新性、メンテンス性を考慮し、容易に保守点検、改修工事が行える計画とする。ああああああ

ああああああああああああああああああああああ。

⑵ 電気設備

ア ○○設備

場内から排出する排水において、関連法令に基づき、定められた一定以上の水量・水質の汚水を

公共下水道に排除する場合は、汚染物質を排除基準値以下とする排水施設等を設けること。

⑶ 機械設備

ア 事務室に集中管理パネル（電灯・空調の監視及び入切が可能なもの）、給食センターの電力監視

装置、各種機器の制御装置等を設置し一括管理を行う。

(ｱ) あああ

ああああああああああああああああああああああ。あああああああああああああああああああ

あああ。あああああああああああああああ。

(ｲ) 給食センター施設内の臭気が周辺地域に影響しないよう防臭対策を講じる。ああああああああ

ああああああああああああああ。

３ 計画策定全体

本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）
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階 室名

設計

照度

（lx）

照明種別 制御方式

コンセント 電話端子 LAN 端子 放送 テレ

ビ端

子

誘導支援
ITV カメラ

(設置検討)

個別

音響
電気時計 感知器

機械警備

（空配管）
備考

壁 床
ハーネスジョイント

＋ OA タップ

外

線

内

線
壁 天井 スピーカ

アッテネ

ーター

カット

リレー

インター

ホン

トイレ

呼出

B1 共創プラザ 300
埋込ベースライト（下面開

放）

明るさセンサ制御＋ローカル

制御（手元スイッチ）
○ ○ 〇 ○

○

WiFi AP 用
○ ○ 〇 〇 〇

B1 来客・地域玄関 300 ラインライト
スケジュール制御＋一括制御

（集中リモコン＊２）
○ 〇

〇

玄関子機
○ 〇 ○ ○

B1 校務センター 500 LED バー ﾗｲﾄ
明るさセンサ制御＋ローカル

制御（手元スイッチ）

○

OA 機器

○

OA 機器
○ 〇 ○

○

WiFi AP 用

○

AMP＊２
○ ○

〇

モニター

付親機

表示盤

＊２

〇

モニター・

ITV 架＊２

〇

親機時計＊２

〇

受信機＊２

〇

制御盤スペ

ース＊２

学校

110 盤

B1 会議室 500 埋込スクエアベースライト
明るさセンサ制御＋ローカル

制御（手元スイッチ）
○ ○ 〇 ○

○

WiFi AP 用
○ ○ 〇 〇 ○ 〇

B1 昇降口 300 ラインライト

明るさセンサ制御＋スケジュ

ール制御＋一括制御

（集中リモコン＊２）

○ ○ 〇 〇 ○ 〇

B1 放送室 500 ベースライト
明るさセンサ制御＋ローカル

制御（手元スイッチ）
○ ○ 〇 ○

○

リモート

マイク

○ 〇 〇

〇

AV ワ

コン

〇 ○ 〇

B1 保健室 500
埋込ベースライト（下面開

放）

明るさセンサ制御＋ローカル

制御（手元スイッチ）
○ 〇 〇 〇

○

WiFi AP 用
○ ○ 〇 〇 ○ 〇

B1 教員スタジオ 500 埋込スクールコンフォート
明るさセンサ制御＋ローカル

制御（手元スイッチ）
○ 〇 ○

○

WiFi AP 用
○ ○ ○ 〇 ○ 〇

B1 施設管理室 500 逆富士
明るさセンサ制御＋ローカル

制御（手元スイッチ）
○ 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 〇

○

副受信機
〇

B1 技術室 500 埋込スクールコンフォート
ローカル制御（手元スイッチ

on/off）

○

機器

○

＊１
〇 〇 ○ ○ 〇 〇 ○

B1 技術準備室 300
埋込ベースライト（下面開

放）

ローカル制御（手元スイッチ

on/off）
○ 〇 〇 ○ 〇 ○

B1 教材室 200 逆富士
ローカル制御（手元スイッチ

on/off）
○ 〇 ○ 〇 ○

B1 倉庫 200 逆富士 人感センサ制御 ○ 〇 〇 ○

B1
メモリアルスペ

ース
300 ラインライト

スケジュール制御＋一括制御

（集中リモコン＊２）
○ ○

○

WiFi AP 用
○ ○

B1 丸中コモンズ 300 ラインライト
スケジュール制御＋一括制御

（集中リモコン＊２）
○ ○

○

WiFi AP 用
○ ○

B1
応接室兼小会議

室
500 埋込スクエアベースライト

調光制御＋ローカル制御（手

元スイッチ<調光>）
○ ○ 〇 ○

○

WiFi AP 用
○ ○ 〇 〇 ○ 〇

B1 職員更衣室 300
埋込ベースライト（下面開

放）
人感センサ制御 ○ 〇 ○ ○ 〇 ○

B1 印刷室 300 逆富士
ローカル制御（手元スイッチ

on/off）

○

OA 機器
〇 〇 ○ 〇 ○

B1 相談室 500
埋込ベースライト（下面開

放）

ローカル制御（手元スイッチ

on/off）
○ 〇 〇

○

WiFi AP 用
○ ○ 〇 ○

B1 共創ホール 300
ベースライト+スポットラ

イト

スケジュール制御＋一括制御

（集中リモコン＊２）
○ ○ 〇

B1 廊下 200
埋込ベースライト（下面開

放）

スケジュール制御＋一括制御

（集中リモコン＊２）
〇 〇 〇

B1 校長室 500 ベースライト
明るさセンサ制御＋ローカル

制御（手元スイッチ）
〇 〇 〇

○

WiFi AP 用
〇 ○ ○ 〇 〇 〇

1 普通教室 500 埋込スクールコンフォート
明るさセンサ制御＋ローカル

制御（手元スイッチ）
〇 〇 ○

○

WiFi AP 用
○ ○ ○ 〇 ○

1 ラウンジ 300
埋込ベースライト（下面開

放）

スケジュール制御＋一括制御

（集中リモコン＊２）
〇 ○

○

WiFi AP 用
○ ○

1 生徒用更衣室 300 逆富士 人感センサ制御 〇 〇 ○ 〇 ○

1 教材室 200 逆富士 人感センサ制御 〇 〇 ○ 〇 ○

1 風除室 300 ダウンライト
スケジュール制御＋一括制御

（集中リモコン＊２）
〇 〇 〇 〇

1
教員執務スペー

ス
500

埋込ベースライト（下面開

放）

明るさセン制御＋ローカル制

御（手元スイッチ）
〇 〇 〇

○

WiFi AP 用
〇 〇 〇

〇

モニター

付親機

〇 〇 〇

1 職員玄関 300
埋込ベースライト（下面開

放）

スケジュール制御＋一括制御

（集中リモコン＊２）
〇 〇

〇

玄関子機
〇 〇

1
ラーニングセン

ター（図書）
500 埋込スクエアベースライト

調光制御＋ローカル制御（手

元スイッチ）
〇

○

＊１
〇 〇 ○

○

WiFi AP 用
〇 〇 〇 〇 〇
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１ 本書の位置づけ

本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）を選定するために交付する…。

２ 設備計画

⑴ 全体一般事項

あああああああああああああああああああああああああああああああ。ああああああああああああ

あああああああああああああああああああああああああああああああ。

ア 省資源化、省エネルギー化・低炭素化を図り、地球環境の保護に配慮する。あああああああああ

あああああああああああああああああああ。

イ 更新性、メンテンス性を考慮し、容易に保守点検、改修工事が行える計画とする。ああああああ

ああああああああああああああああああああああ。

⑵ 電気設備

ア ○○設備

場内から排出する排水において、関連法令に基づき、定められた一定以上の水量・水質の汚水を

公共下水道に排除する場合は、汚染物質を排除基準値以下とする排水施設等を設けること。

⑶ 機械設備

ア 事務室に集中管理パネル（電灯・空調の監視及び入切が可能なもの）、給食センターの電力監視

装置、各種機器の制御装置等を設置し一括管理を行う。

(ｱ) あああ

ああああああああああああああああああああああ。あああああああああああああああああああ

あああ。あああああああああああああああ。

(ｲ) 給食センター施設内の臭気が周辺地域に影響しないよう防臭対策を講じる。ああああああああ

ああああああああああああああ。

３ 計画策定全体

本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）

表３－⑵－１ 施設一覧

1 開智小学校 開智２－４－５１ Ｈ８ ５，８
６１

１，０
５０

－ ５９８ １９ ３

2 源池小学校 県３－５－１ Ｓ６
２

４，３
５５

１，０
１０

－ ２７２ １２ ４
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階 室名

設計

照度

（lx）

照明種別 制御方式

コンセント 電話端子 LAN 端子 放送 テレ

ビ端

子

誘導支援
ITV カメラ

(設置検討)

個別

音響
電気時計 感知器

機械警備

（空配管）
備考

壁 床
ハーネスジョイン

ト＋ OA タップ

外

線

内

線
壁 天井 スピーカ

アッテネ

ーター

カット

リレー

インター

ホン

トイレ呼

出

1 配膳室 500 直付（防滴、HACCP 対応）
ローカル制御（手元スイッチ

on/off）

○

厨房機器
〇

〇

＊

１

〇 〇 〇

1 特別支援学級 500 埋込スクールコンフォート
明るさセンサ制御＋ローカル

制御（手元スイッチ）
〇 〇 ○

○

WiFi AP 用
○ ○ 〇 〇 ○ ○

1 書庫 200 逆富士
ローカル制御（手元スイッチ

on/off）
〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○

2 理科室 500 埋込スクエアベースライト
明るさセンサ制御＋ローカル

制御（手元スイッチ）
〇

○

＊１
〇 ○

○

WiFi AP 用
○ ○ 〇 〇 ○ 〇

2 理科準備室 300 逆富士
明るさセンサ制御＋ローカル

制御（手元スイッチ）
〇 〇 ○ 〇 ○

2 多目的特別教室 500 埋込スクエアベースライト
明るさセンサ制御＋ローカル

制御（手元スイッチ）
〇

○

＊１
〇 ○

○

WiFi AP 用
○ ○ ○ 〇 ○

2 被服準備室 300 逆富士
ローカル制御（手元スイッチ

on/off）
〇 〇 〇 ○ 〇 ○

2 ラウンジ 300
埋込ベースライト（下面開

放）

スケジュール制御＋一括制御

（集中リモコン＊２）
〇 〇 ○

○

WiFi AP 用
○ ○

2 楽器庫 200 逆富士 人感センサ制御 〇 〇 ○ 〇 ○

2
音楽室兼特別活

動室
500 ラインライト

明るさセンサ制御＋ローカル

制御（手元スイッチ）
〇 〇 ○

○

WiFi AP 用
○ 〇 〇

〇

AV ワ

コン

〇 ○

2
前室（音楽室兼

特別活動室）
300 ダウンライト 人感センサ制御 〇 〇 〇 〇 〇

2 音楽準備室 300 逆富士
明るさセンサ制御＋ローカル

制御（手元スイッチ）
〇 〇 〇 ○ 〇 ○

2 調理科室 500 直付（防滴、HACCP 対応）
明るさセンサ制御＋ローカル

制御（手元スイッチ）
〇

○

＊１
〇 ○

○

WiFi AP 用
○ ○ 〇 〇 ○

2 調理準備室 300 逆富士
明るさセンサ制御＋ローカル

制御（手元スイッチ）
〇 〇 ○ 〇 〇 〇

2 美術室 500
埋込スクエアベースライト

（Ra９０以上）

明るさセンサ制御＋ローカル

制御（手元スイッチ）
〇 〇 ○

○

WiFi AP 用
○ ○ 〇 〇 ○

2 美術準備室 300 逆富士
明るさせ制御＋ローカル制御

（手元スイッチ）
〇 〇 〇 ○ 〇 ○

2 生徒会室 500
埋込ベースライト（下面開

放）

明るさセンサ制御＋ローカル

制御（手元スイッチ）
〇 〇 ○

○

WiFi AP 用
○ ○ 〇 〇 ○

2 教材室 200 逆富士 人感センサ制御 〇 〇 ○ ○

2
ラーニングセン

ター
500 埋込スクエアベースライト

スケジュール制御＋一括制御

（集中リモコン＊２）
〇

○

＊１
〇（ICT） 〇 ○

○

WiFi AP 用
○ 〇 〇 〇 〇

工事区分

実施確認

共

通

OS 300
埋込ベースライト（下面開

放）

スケジュール制御＋一括制御

（集中リモコン＊２）
〇

○

WiFi AP 用
○ ○

階段 200 階段灯（通路誘導灯兼用） 人感センサ制御（段調） ○ 〇

廊下 200
埋込ベースライト（下面開

放）

スケジュール制御＋一括制御

（集中リモコン＊２）
〇 ○ 〇

WC 200 ダウンライト 人感センサ制御 〇 ○ ○

TWC 200 ダウンライト 人感センサ制御 ○ 〇 ○ ○

そ

の

他

フラットフォー

ム
〇

外構-正門
〇

玄関子機
〇

外構-サービス

門

〇

玄関子機
〇

注記

1.「○」は「有」を示します。

2.「＊１」作業台仕様に合わせ、１次側電源供給へとします。

3.「＊２」機器は校務センター総合盤に埋込とします。

4.情報設備サーバー機及び SW-HUB、無線 LAN アクセスポント等のネットワーク機器は別途工事とします。
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１ 本書の位置づけ

本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）を選定するために交付する…。

２ 設備計画

⑴ 全体一般事項

あああああああああああああああああああああああああああああああ。ああああああああああああ

あああああああああああああああああああああああああああああああ。

ア 省資源化、省エネルギー化・低炭素化を図り、地球環境の保護に配慮する。あああああああああ

あああああああああああああああああああ。

イ 更新性、メンテンス性を考慮し、容易に保守点検、改修工事が行える計画とする。ああああああ

ああああああああああああああああああああああ。

⑵ 電気設備

ア ○○設備

場内から排出する排水において、関連法令に基づき、定められた一定以上の水量・水質の汚水を

公共下水道に排除する場合は、汚染物質を排除基準値以下とする排水施設等を設けること。

⑶ 機械設備

ア 事務室に集中管理パネル（電灯・空調の監視及び入切が可能なもの）、給食センターの電力監視

装置、各種機器の制御装置等を設置し一括管理を行う。

(ｱ) あああ

ああああああああああああああああああああああ。あああああああああああああああああああ

あああ。あああああああああああああああ。

(ｲ) 給食センター施設内の臭気が周辺地域に影響しないよう防臭対策を講じる。ああああああああ

ああああああああああああああ。

３ 計画策定全体

本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）

表３－⑵－１ 施設一覧

1 開智小学校 開智２－４－５１ Ｈ８ ５，８
６１

１，０
５０

－ ５９８ １９ ３

2 源池小学校 県３－５－１ Ｓ６
２

４，３
５５

１，０
１０

－ ２７２ １２ ４
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１ 基本方針 

本計画建物の建設目的や使用形態、管理・保守方式等を踏まえ、次の 7 点を主眼として計画します。 

 

⑴  安全性・信頼性 

ア 地震時における機器の転倒防止、配管の損傷や機器の耐震性に十分配慮します。 

イ 施設使用者の安全および健康の確保に配慮した計画とします。 

ウ 設備機器や器具は故障が少なく、損傷しにくいものを採用します。 

 

⑵   省エネルギー・省資源化 

ア 「環境」を一つのテーマとし、法的規制を満足するのみならず地球環境への負荷が少ない設備シ

ステムを構築します。 

イ 地域施設や建築意匠、電気設備工事を含めた全体のコンセプトを共有し、意匠的・機能的調和に

留意します。 

ウ 高効率で省エネルギー型の機器を採用します。 

 

⑶  将来性を考慮したフレキシブルな計画  

ア 将来のリニューアルに対応しやすい空調は位置を計画します。 

イ メンテナンスルートを配慮し計画します。 

 

⑷  環境に配慮した計画  

ア 周辺の環境に配慮した設備システムを計画します。 

イ 騒音に配慮し、施設内の快適性と周辺環境との調和を図った計画とします。 

 

⑸  ライフサイクルコストの縮減 

ア 資源の有効利用の観点から、維持費やランニングコストの低減に配慮します。 

イ 必要な機能を確保したうえで更新性やメンテナンス性に配慮し汎用機器・機材の採用を行いま

す。 

 

⑹  運用性・保守性  

ア 必要な機能を十分に検討したうえで、保守管理の容易さに配慮します。 

イ メンテナンス性と作業安全性に配慮し、適切な機器の選定・配置を行います。 

ウ 空調は集中運転管理を行い運転操作や状況把握の効率化を図ります。 

 

⑺  災害対策  

ア 災害時においても建物機能の継続及び利用者の安全確保が図れるよう、防災性・減災性に配慮し

た設備計画とします。 

イ 非常時の利用を想定し、給水・衛生等の基礎的なライフライン機能の確保に留意します。 

 

２ 空調換気設備設計方針 

⑴ 空気調和設備 

空気調和設備は、使用用途や配置等に配慮した計画とします。 

 

⑵ 換気設備 

「建築基準法」「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」「学校環境衛生基準」に準拠し

計画します。 

 

⑶ 空調自動制御設備 

空調機の運転管理は、集中コントローラー（メーカーオプション）を採用します。 

 

３ 給排水衛生設備設計方針 

⑴ 衛生器具設備 

節水型の器具を採用し、省資源化を図ります。 

 

⑵ 給水設備 

ア 給水は敷地東側道路給水本管からの校舎・体育館系統（受水槽）と敷地北側側道路給水本管から

のプール・武道場系統（水道直結）の２系統とします。 

イ 敷地北側道路の給水本管（100A）からの既存給水引込管（75A）は閉栓とします。宅内側の既設

給水配管は全撤去とし、道路埋設部分の既存配管は残置とします。 

 

⑶ 給湯設備 

局所給湯方式とし、潜熱回収型ガス給湯器、貯湯式密閉型電気温水器を必要箇所に設置します。 

 

⑷ 排水設備 

建物内は汚水・雑排水の分流方式とし、屋外では雑排水系統を目皿付きトラップ桝を介して汚水系

統と合流させ、東側および西側の既存公桝を経由して下水道本管へ放流します。 

 

⑸ 消火設備 

消防法に準拠した消火設備を設置します。 

 

⑹ プロパンガス設備 

本計画敷地は都市ガスの供給区域外であるため、プロパンガスボンベを設置し、ガス給湯器および

ガスコックへプロパンガスを供給します。 

 

⑺ 給排水衛生自動制御設備 

機械設備付属制御盤以降二次側配管・配線を行い、校務センターで管理できるよう移報します。 
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１ 本書の位置づけ

本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）を選定するために交付する…。

２ 設備計画

⑴ 全体一般事項

あああああああああああああああああああああああああああああああ。ああああああああああああ

あああああああああああああああああああああああああああああああ。

ア 省資源化、省エネルギー化・低炭素化を図り、地球環境の保護に配慮する。あああああああああ

あああああああああああああああああああ。

イ 更新性、メンテンス性を考慮し、容易に保守点検、改修工事が行える計画とする。ああああああ

ああああああああああああああああああああああ。

⑵ 電気設備

ア ○○設備

場内から排出する排水において、関連法令に基づき、定められた一定以上の水量・水質の汚水を

公共下水道に排除する場合は、汚染物質を排除基準値以下とする排水施設等を設けること。

⑶ 機械設備

ア 事務室に集中管理パネル（電灯・空調の監視及び入切が可能なもの）、給食センターの電力監視

装置、各種機器の制御装置等を設置し一括管理を行う。

(ｱ) あああ

ああああああああああああああああああああああ。あああああああああああああああああああ

あああ。あああああああああああああああ。

(ｲ) 給食センター施設内の臭気が周辺地域に影響しないよう防臭対策を講じる。ああああああああ

ああああああああああああああ。

３ 計画策定全体

本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）

表３－⑵－１ 施設一覧

1 開智小学校 開智２－４－５１ Ｈ８ ５，８
６１

１，０
５０

－ ５９８ １９ ３

2 源池小学校 県３－５－１ Ｓ６
２

４，３
５５

１，０
１０

－ ２７２ １２ ４
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１ 空気調和設備 

⑴ 設計条件  

ア 外気条件（国土交通省監修 建築設備設計基準（松本）（令和６年/最新版）準拠） 

 

イ 室内条件 

 

⑵ 人員 

ア 普通教室・特別教室の人員は１クラス３５名とします。 

イ 教職員の人数は実人数を勘案し決定します。 

 

⑶ 空調方式 

ア 省エネルギー対策の視点から、使用されていない時間帯は空調機や照明、換気を確実に停止する

必要があることから、空調機においては個別運転制御性が高い空冷ヒートポンプパッケージ方式

（ビルマルチ型・寒冷地用）を採用します。尚、冷媒ガスは、環境性能の高いＲ３２とします。 

イ 熱源はエネルギー消費効率（ＣＯＰ）に優位な電気とします。 

（一部地中熱エネルギーの導入検討） 

ウ 室外機は東西の屋上に集約して設置し、台数運転制御により省エネを図るとともに、配管長がで

きるだけ短くなるように配慮します。また、ローテーションにより、運転時間を平準化し、圧縮機

の故障時においても１台の応急運転を可能とします。 

エ 機器のメンテナンスが容易に行える配置計画とします。 

オ 室外機は防雪フードを設置し、雪害・浸水被害のない基礎高さで計画します。 

カ 室外機置場は将来増設に対応できるスペースを確保します。 

キ 冷暖房対象室は、普通教室・特別教室など別紙諸元表によります。 

ク 集中リモコンによる運転監視制御の他、個別リモコンでも発停や温度設定ができるようにしま

す。 

ケ メンテナンス性・コストに配慮し、各室の空調室内機は天井カセット形を基本とします。 

コ ３階の各教室・特別教室ＬＡＢは天井形状に応じて適当な空調方式を選定します。 

サ 便所には電気パネルヒーターを設置します。 

シ 原則、廊下・昇降口・玄関等共用部は冷暖房を行わないこととします。 

 

 

 

 

 

２ 換気設備 

⑴ 空調諸室は、全熱交換型換気扇を設置します。原則として、更新性やフィルターの清掃性に配慮

し、天井カセット形とします。 

 

⑵ 本計画建物は、延べ床面積８,０００㎡以下の為、建築物における衛生的環境の確保に関する法律

の適用対象外となり、学校環境衛生基準ＣＯ２濃度は１,５００ｐｐｍに維持することとします。 

 

⑶ ＣＯ２センサー制御を導入し、在室者数や活動状況により変化するＣＯ２濃度により、換気風量を制

御します。 

 

⑷ 全熱交換型換気扇のリモコンにＣＯ２表示を行い、必要時は、換気単独運転や窓開け等により、空

気の入れ替えを行うこととします。 

 

⑸ 各教室に原則として２台の全熱交換型換気扇（２４時間換気やナイトパージ機能付き）を設置し、

給排気バランスを、若干陽圧になるよう設定します。 

 

⑹ 便所等は天井内排風機による３種換気設備を原則とし、一部２４時間換気に利用します。なお、必

要箇所には給気パス（防虫フィルター付）を設けます。 

 

⑺ 理科室、調理科室は全熱交換型換気扇のほか、単独に火気換気用１種換気設備を付加します。 

 

⑻ 各室の換気量  

ア 全熱交換型換気扇の居室人員一人当たりの外気量は３０㎥/ｈとし、教室は３．２回/ｈ以上の換

気量とします。 

イ 全熱交換型換気扇設置室以外の室の換気は以下によります。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 夏期 冬期 

温度（℃） ３４．９ －５．８ 

湿度（％） ６５．６ ７３．３ 

 夏期 冬期 

温度（℃） ２６．０ ２２．０ 

室名 換気量 換気方式 注記 

便所 １０回/ｈ 第３種 人感センサー連動 

更衣室 ５回/ｈ 第３種  

印刷室 １０回/ｈ 第３種  

特別教室準備室 ５回/ｈ 第３種  

倉庫、教材室、 

楽器庫等 
５回/ｈ 第３種  

技術室（木工・ 

金工機器スペース） 
５回/ｈ 第３種  
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１ 本書の位置づけ

本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）を選定するために交付する…。

２ 設備計画

⑴ 全体一般事項

あああああああああああああああああああああああああああああああ。ああああああああああああ

あああああああああああああああああああああああああああああああ。

ア 省資源化、省エネルギー化・低炭素化を図り、地球環境の保護に配慮する。あああああああああ

あああああああああああああああああああ。

イ 更新性、メンテンス性を考慮し、容易に保守点検、改修工事が行える計画とする。ああああああ

ああああああああああああああああああああああ。

⑵ 電気設備

ア ○○設備

場内から排出する排水において、関連法令に基づき、定められた一定以上の水量・水質の汚水を

公共下水道に排除する場合は、汚染物質を排除基準値以下とする排水施設等を設けること。

⑶ 機械設備

ア 事務室に集中管理パネル（電灯・空調の監視及び入切が可能なもの）、給食センターの電力監視

装置、各種機器の制御装置等を設置し一括管理を行う。

(ｱ) あああ

ああああああああああああああああああああああ。あああああああああああああああああああ

あああ。あああああああああああああああ。

(ｲ) 給食センター施設内の臭気が周辺地域に影響しないよう防臭対策を講じる。ああああああああ

ああああああああああああああ。

３ 計画策定全体

本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）

表３－⑵－１ 施設一覧

1 開智小学校 開智２－４－５１ Ｈ８ ５，８
６１

１，０
５０

－ ５９８ １９ ３

2 源池小学校 県３－５－１ Ｓ６
２

４，３
５５

１，０
１０

－ ２７２ １２ ４
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ウ シックハウス換気は以下によります。 

 

 

エ 火を使用する機器の換気は以下によります。 

 

 

 

 

 

 

３ 空調自動制御設備 

⑴ 空調機器の消し忘れ防止対策、全熱交換器の２４時間運転管理のため、集中コントローラーを設置

します。 

 

⑵ 集中コントローラーは空調機器メーカーオプション品とします。 

 

⑶ 各室の室内機の標準温度設定やスケジュール運転、最適運転管理等を行います。 

 

⑷ 空調機・全熱交換型換気扇の各集中リモコンは職員室内電気総合盤組込とします。 

 

⑸ 管理項目 

空調機器・全熱交換型換気扇：機器の発停、スケジュール運転、運転・故障表示 

 

４ 使用ダクト・配管材料 

一般給気・排気ダクト       ： 亜鉛鉄板製スパイラルダクト 

火気排気ダクト          ： 亜鉛鉄板製スパイラルダクト 

冷媒管              ： 冷媒用被覆銅管(液管・ガス管とも保温厚２０ｍｍ) 

ドレン管（屋内）         ： 耐火二層管（ＶＰ）、結露防止層付硬質塩化ビニル管 

  〃 （ピット）        ： 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ） 

   〃  （土中埋設）             ： 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ） 

  〃  （屋外露出）             ： 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ） 

 

 

 

 

 

 

 

５ 衛生器具設備 

⑴ 主要衛生器具 

洋風大便器       ：節水型フラッシュタンク式 掃除口付温水洗浄暖房便座 

一部災害対応型トイレ 

 小便器         ：壁掛式低リップ型 自動洗浄弁 

 トイレ洗面器      ：自動水栓（電源式） 

 多目的トイレオストメイト：オストメイト対応トイレパック電気温水器付 

 廊下流し        ：手動単水栓 

 

６ 給水設備 

⑴ 給水は校舎・体育館系統（受水槽）とプール・武道場系統（水道直結）の２系統とします。 

 

⑵ 校舎・体育館系統は、敷地東側道路給水本管（１００Ａ）より新規給水引込管（４０Ａ）を設置

し、受水槽に供給します。 

 

⑶ プール・武道館系統は、敷地北側道路給水本管（１００Ａ）より新規給水引込管（５０Ａ）を設置

します。 

 

⑷ 敷地北側道路の給水本管（１００Ａ）からの既存給水引込管（７５Ａ）は閉栓とします。宅内側の

既設給水配管は全撤去とし、道路埋設部分の既存配管は残置とします。 

 

⑸ 給水引込設置箇所には水道局指定の応急給水栓を付帯設置します。 

 

⑹ 受水槽には緊急遮断弁を設けるとともに非常用水栓を設置します。 

 

⑺ 凍結防止対策として給水配管、消火配管等露出配管には凍結防止保温を行います。 

 

⑻ 受水槽には、定水位弁装置、オーバーブロー管、加圧ポンプユニットなどを配置します。 

 

⑼ 受水槽は、メンテナンスに配慮して二槽式とし、長期休暇中の水質に配慮して、水位切替機構を設

置します。 

 

⑽ 給水量の想定 

生徒数 （１学年８０人 × ３学年 ＋ 特別支援学級３０人） + 教職員数３５人  

⇒合計３０５名 

想定給水量：生徒・教職員７０Ｌ/(日･人) 

 

室名 換気量 換気方式 注記 

居室 ０．３回/ｈ以上 第１種 全熱交換器兼用 

室名 換気量 換気方式 注記 

調理室 装置別定数４０による 第１種  

理科室 装置別定数４０による 第１種  

多目的特別教室 装置別定数４０による 第１種  

M-02  

M-03  
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実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）を選定するために交付する…。

２ 設備計画

⑴ 全体一般事項

あああああああああああああああああああああああああああああああ。ああああああああああああ

あああああああああああああああああああああああああああああああ。

ア 省資源化、省エネルギー化・低炭素化を図り、地球環境の保護に配慮する。あああああああああ

あああああああああああああああああああ。

イ 更新性、メンテンス性を考慮し、容易に保守点検、改修工事が行える計画とする。ああああああ

ああああああああああああああああああああああ。

⑵ 電気設備

ア ○○設備

場内から排出する排水において、関連法令に基づき、定められた一定以上の水量・水質の汚水を

公共下水道に排除する場合は、汚染物質を排除基準値以下とする排水施設等を設けること。

⑶ 機械設備

ア 事務室に集中管理パネル（電灯・空調の監視及び入切が可能なもの）、給食センターの電力監視

装置、各種機器の制御装置等を設置し一括管理を行う。

(ｱ) あああ

ああああああああああああああああああああああ。あああああああああああああああああああ

あああ。あああああああああああああああ。

(ｲ) 給食センター施設内の臭気が周辺地域に影響しないよう防臭対策を講じる。ああああああああ

ああああああああああああああ。

３ 計画策定全体

本書は、松本市（以下、「市」という。）が、「（仮称）松本市第１学校給食センター整備事業」を

実施する設計業者及び厨房機器（以下、「事業者」という。）

表３－⑵－１ 施設一覧

1 開智小学校 開智２－４－５１ Ｈ８ ５，８
６１

１，０
５０

－ ５９８ １９ ３

2 源池小学校 県３－５－１ Ｓ６
２

４，３
５５

１，０
１０

－ ２７２ １２ ４
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ア 1 日使用水量の算定 

生活用水 

Qd ＝ ３０５人 × ７０Ｌ/日・人＝ ２１，３５０L/日  

イ 時間平均給水量 ２１．３５Ｌ ÷ ９時間 ≒ ２．３７㎥/h ≒ ３９．５Ｌ/ｍｉｎ 

ウ 時間最大給水量 ２．３７㎥/ｈ × ２ ≒ ４．７４㎥/ｈ ≒ ７９．０Ｌ/ｍｉｎ 

エ 瞬時最大給水量 ７９．０Ｌ/ｍｉｎ × １．５ ≒ １１８．５Ｌ/ｍｉｎ 

オ 受水槽容量の算定 

２１．３５ ㎥/日 ×（０．４～０．６）＝ ８．５４～１２．８１（受水槽容量１０．０㎥） 

参考水槽部外形寸法 ２．５ｍ × ４．５ｍ × ２．５ｍＨ 

……鋼板一体型水槽・単板ポンプ室併設型 

（２．５ｍ × ２．０ｍ × ２．５ｍＨ 受水槽  

２．５ｍ × ２．５ｍ × ２．５ｍＨ 加圧給水ポンプスペース） 

 

⑾ 災害時の検討 

ア 災害時の人員想定は、４８０人とします。 

イ 災害時は４Ｌ/(人･日)の上水とマンホールトイレを利用することとし、受水槽にて３日分の水量

を確保します。 

Ｑ（上水） ４Ｌ/(人･日)× ４８０人 = １９２０Ｌ/日 

Ｑ（雑用水）１１５０Ｌ/日 （参考：マンホールトイレ（貯留型）６基 最低初期貯水量） 

１９２０Ｌ/日 + １１５０Ｌ/日 = ３０７０Ｌ × 3 日 = ９２１０Ｌ 

 < １００００Ｌ（受水槽有効容量） 

 

⑿ 加圧給水ポンプユニット 

ポンプ吐出量は給水負荷単位による同時使用水量とします。 

給水ポンプ仕様 

型  式：加圧給水ポンプユニット 

仕  様：３４０Ｌ/ｍｉｎ × ４７０ｋＰａ × ２．２ｋＷ × ２ 

運転方式：並列交互運転 

制御方式：インバータによる推定末端圧力一定制御 

  付属品：凍結防止ヒータ 

 

⒀ 給水引込菅 

ア 校舎・体育館系統（受水槽） 

(ｱ) 予想引込み給水量は、瞬時最大給水量（１１９ Ｌ/ｍｉｎ）とします。 

 

 

 

 

 

(ｲ) 引込み口径の算定 

配管許容摩擦抵抗Ｒ＝（Ｐ１ーＰ２ーＰ３ーＰ４）/（Ｌ1＋Ｌ2） 

Ｐ１：水道本管圧力、Ｐ２：水道本管と受水槽流入管出口の高低差相当圧力、 

Ｐ３：定水位調整弁の必要最小圧力、Ｐ４：量水器圧力損失 

Ｌ1：水道本管から代表給水器具までの配管実長、Ｌ2：局部抵抗相当長 

＝( ４５０ ー ４０ ー ３０ ー ５ ) / （３０ ＋ １５） ＝ ８．３ｋＰａ/ｍ 

引込み口径４０ｍｍ、給水量１１９Ｌ/ｍｉｎのとき配管摩擦抵抗０．０７３ｋＰａ/ｍ  

給水引込み口径は４０ｍｍとします。 

イ プール・武道場系統（水道直結） 

(ｱ) 引込み給水量は便所の使用水量により想定します。 

(ｲ) 引込み口径の算定 

配管許容摩擦抵抗Ｒ＝（Ｐ１ーＰ２ーＰ３ーＰ４）/（Ｌ1＋Ｌ2） 

Ｐ１：水道本管圧力、Ｐ２：水道本管と代表給水器具の高低差相当圧力、 

Ｐ３：代表器具必要最小圧力、Ｐ４：量水器圧力損失、 

Ｌ1：水道本管から代表給水器具までの配管実長、Ｌ2：局部抵抗相当長 

＝( ４５０ ー ４０ ー ７０ ー ５ ) / （７０ ＋ ３５） ＝ ３．６ｋＰａ/ｍ 

引込み口径５０ｍｍ、１９０Ｌ/ｍｉｎ（便所）のとき配管摩擦抵抗０．０５８ｋＰａ/ｍ  

給水引込み口径は５０ｍｍとします。 

(ｳ) プール満水所要時間の算定 

引込み口径５０ｍｍ、流速：２．０ｍ/ｓ、流量：約２３０Ｌ/ｍｉｎ とすると、プール容量 

５２５㎥を満水にするまでの所要時間は約３８ｈとなります。 

 

７ 給湯設備 

⑴ 給湯設備は局所給湯とし用途に応じた給湯方式(ガス瞬間湯沸器/貯湯式電気温水器)を設置しま

す。 

 

⑵ 多量の給湯が想定される家庭科室には潜熱回収型ガス瞬間湯沸器を採用します。 

 

⑶ 保健室、教員ラウンジ、活動スペース、各バリアフリートイレには貯湯式電気温水器を設置しま

す。 
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８ 排水設備 
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1 開智小学校 開智２－４－５１ Ｈ８ ５，８
６１

１，０
５０

－ ５９８ １９ ３

2 源池小学校 県３－５－１ Ｓ６
２

４，３
５５

１，０
１０

－ ２７２ １２ ４
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⑵ 美術室の流しにはプラスタートラップを設けます。 

 

⑶ 東側駐車場に災害用マンホールトイレを６基設置します。 

災害用マンホールトイレ仕様 

型  式：貯留型マンホールトイレ 

付 属 品：ＦＲＰ桝（貯留弁）、排水口、注水口、貯留管 

 

⑷ 雨水排水設備は建築工事とします。 

 

 

９ 消火設備 

⑴ 消防法第１７条、同施行令別表（７）項に準拠し、屋内消火栓設備等を設置します。 

 

⑵ 屋内消火栓設備は基本的に易操作性１号消火栓とし、壁埋め込み型消火器ボックス付を原則としま

す。 

 

⑶ 消火ポンプは、屋内消火栓ポンプユニットとし、１階消火ポンプ室に設置します。 

 

⑷ 補給水槽は最上階の器具よりも高い位置に設置します。 

 

⑸ 消火水槽仕様 

型  式：地下ピットコンクリート製 

有効容量：２．６㎥/個 × ２ ＝ ５．２㎥ 

 

⑹ 補給水槽仕様 

型  式：鋼板製一体単板型 有効容量：０．５㎥ 

 

⑺ 屋内消火栓ポンプ仕様 

型  式：屋内消火栓ポンプユニット（制御盤付）消防認定品 

仕  様：３００Ｌ/ｍｉｎ × ５０７ｋＰａ × ５．５ｋＷ 

 

⑻ 既存屋内運動場の屋内消火栓は２５ｍ包含距離を満たしていないため、適切な位置へ移設し、現行

の消防法に適合させます。 

 

 

 

 

 

 

１０ プロパンガス設備 

⑴ プロパンガスボンベを設け、ガス給湯器やガスコックにプロパンガスを供給します。 

 

⑵ ガスボンベ仕様 

５０ｋｇ × ４機 ＝ 計２００ｋｇ 

 

１１ 給排水衛生自動制御設備 

⑴ 機械設備付属制御盤の２次側配管配線及び給湯器リモコンの配管配線を行います。 

 

⑵ 給湯器リモコンはメーカーオプション品とします。 

 

⑶ 各制御盤警報は一括警報とします。  

 

⑷ 管理項目 

ア 加圧給水ポンプユニット附属制御盤   ：受水槽の満減水・ポンプ故障一括警報 

イ 受水槽水位切替操作盤          ：受水槽水位切替制御 

ウ 屋内消火栓ポンプユニット附属制御盤  ：消火水槽の満減水・ポンプ故障一括警報 

 

１２ 使用配管材料   

上水給水管  ： 水道用ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）６０ＳＵ以下（拡管接合） 

水道用ステンレス鋼管(Ｂ)（ＳＵＳ３０４）７５ＳＵ以上（ハウジング継手） 

水道用ポリエチレン管（ＰＥ）土中埋設部 

給湯管    ： 水道用ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）６０ＳＵ以下（拡管接合） 

汚水、雑排水管： 耐火二層管（ＴＰ） 

硬質塩化ビニル管（ＶＰ）ピット部 

通気管    ： 耐火二層管（ＴＰ） 

硬質塩化ビニル管（ＶＰ）ピット部 

屋外埋設排水管： 硬質塩化ビニル管(ＶＰ) 

屋内消火管  ： 配管用炭素鋼鋼管（白）屋内配管 

消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）土中埋設部・ピット部 

プロパンガス管： ガス業者指定品 
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ア 事務室に集中管理パネル（電灯・空調の監視及び入切が可能なもの）、給食センターの電力監視

装置、各種機器の制御装置等を設置し一括管理を行う。
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階 

 

室 名 

 

冷暖房 

一般換気  
シック 

ハウス 

換気 

 

 
火気 
使用室 

流し台 実験台・調理台 洗面化粧台 洗濯機
パン 

シャワー 掃除用
流し 

洗面・手洗器 小便器 大便器 備考 

 

全熱交 

 

1種 

 

2種 

 

3種 

 

給水 

 

給湯 

 

ガス 

 

給水 

 

給湯 

 

ガス 

 

給水 

 

給湯 

 

給水 

 

給水 

 

給湯 

 

給水 

 

給水 

 

給湯 

 

給水 

 

給水 
 

地下1 共創プラザ 〇 〇    〇                   

地下1 共創ホール                         

地下1 来客・地域玄関                         

地下1 校務センター 〇 〇    〇                  総合盤 

地下1 教員ラウンジ 〇 〇    〇  〇 〇電                

地下1 校長室 〇 〇    〇                   

地下1 会議室 〇 〇    〇                   

地下1 昇降口                         

地下1 放送室 〇 〇    〇                   

地下1 保健室 〇 〇    〇  〇 〇電           〇 〇電    

地下1 教員スタジオ 〇 〇    〇                   

地下1 施設管理室 〇 〇    〇  〇                 

地下1 技術室 〇 〇    〇  〇                 

地下1 Creative LAB 〇 〇    〇                   

地下1 木工・金工機器 

スペース 

    
〇 〇 

                  

地下1 技術準備室     〇 〇  〇                 

地下1 教材室1     〇                    

地下1 倉庫     〇                    

地下1 メモリアル 

スペース 

                        

地下1 丸中コモンズ                         

地下1 応接室兼小会議室 〇 〇    〇                   

地下1 職員更衣室 〇 〇    〇                   

地下1 印刷室 〇 〇    〇                   

地下1 相談室 〇 〇    〇  〇 〇電                

地下1 消火ポンプ室     〇                    

 
 
 

〇電は電気温水器、〇ガはガス給湯器、〇自は自動水栓  
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給湯 
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給水 

 

給湯 

 

給水 

 

給水 

 

給湯 

 

給水 

 

給水 
 

1 普通教室 〇 〇    〇                   

1 ラウンジ 〇                        

1 生徒用更衣室 〇 〇    〇                   

1 教材室     〇                    

1 OS 〇 〇    〇  〇                 

1 風除室                         

1 執務教員スペース 〇 〇    〇                   

1 職員地域玄関                         

1 ラーニング 

センター【図書】 
〇 〇 

   
〇 

                  

1 配膳室     〇                    

1 特別支援学級 〇 〇    〇                   

1 活動スペース 〇 〇    〇  〇 〇電       〇         
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パン 

シャワー 掃除用
流し 

洗面・手洗器 小便器 大便器 備考 

 

全熱交 

 

1種 

 

2種 

 

3種 

 

給水 

 

給湯 

 

ガス 

 

給水 

 

給湯 

 

ガス 

 

給水 

 

給湯 

 

給水 

 

給水 

 

給湯 

 

給水 

 

給水 

 

給湯 

 

給水 

 

給水 
 

2 理科室 〇 〇 〇   〇 〇 〇  〇               

2 理科準備室 〇    〇 〇  〇                 

2 Science LAB 〇 〇    〇                   

2 多目的特別教室

（理科・被服） 
〇 〇 〇 

  
〇 〇 〇 

                

2 被服準備室 〇 〇    〇  〇                 

2 ラウンジ 〇                        

2 楽器庫     〇 〇  〇                 

2 音楽室兼 

特別活動室 
〇 〇 

   
〇 

 
〇 

                

2 前室                         

2 音楽準備室 〇    〇 〇  〇                 

2 Music LAB 〇 〇    〇                   

2 調理室 〇 〇 〇   〇 〇 〇 〇ガ 〇 〇 〇ガ             

2 調理準備室 〇    〇 〇  〇                 

2 美術室 〇 〇    〇  〇                プラスタートラップ 

2 美術準備室 〇    〇 〇  〇                 

2 Art and Craft 

LAB 
〇 〇    〇                   

2 生徒会室 〇 〇    〇                   

2 教材室     〇                    

2 ラーニング 

センター   

【ICT・閲覧・学

習】 

〇 〇 
   

〇 
                  

共通 WC     〇              〇 〇自  〇 〇 暖房便座、 

パネルヒーター 

共通 TWC 
    

〇 
              

〇自 
  

〇 
オストメイト、 

暖房便座、 

パネルヒーター 

共通 廊下                         

共通 階段                         

屋外 屋外WC     〇              〇 〇自  〇 〇 
暖房便座、 

パネルヒーター 
 

〇電は電気温水器、〇ガはガス給湯器、〇自は自動水栓  


